
改訂　2026/5/13  

※必要な書類が揃っているかご確認ください。　　　　　　　　　　

□ A 生産行程管理者認証申請書 枚

□ B-1 生産行程管理担当者・格付担当者名簿 枚

□ B-2 生産者名簿 (グループ申請の場合のみ) 枚

□ C 生産計画書 枚

□ D-1 申請圃場及び施設全配置図（周辺状況） 枚

□ D-2-1 申請圃場一覧表 枚

□ D-2-2 申請圃場毎図 枚

□ D-2-3 圃場履歴書 (新規申請及び継続申請にて追加圃場がある場合のみ) 枚

□ D-2-4 申請圃場水系図 枚

□ D-3-1 生産・保管に係る施設一覧表 枚

□ D-3-2 生産・保管に係る施設毎図面 枚

□ E 使用機械・器具リスト 枚

□ F-1 投入資材リスト 肥料等、農薬 枚

□ F-2 投入資材リスト　薬剤、調整用資材、施設資材・被覆資材等 枚

□ G 種苗リスト 枚

□ 投入資材適合証明書、フローチャート、育苗土証明書 枚

□ H-1 生産行程管理記録（圃場ごと） 枚

□ H-2 生産行程管理記録（収穫後） 枚

□ I 格付管理記録 (継続申請の場合のみ) 枚

□ J ＪＡＳ票管理記録書 (継続申請の場合のみ) 枚

□ K 施設管理記録書 枚

□ 内部規程 枚

□ 内部規程の見直し報告書 (継続申請の場合のみ) 枚

(L～P　小分け業務がある場合のみ)

□ L 小分けの行程概略図 枚

□ M 年間小分け計画書 枚

□ N-1 小分け・保管の施設一覧表 枚

□ N-2 小分け・保管の施設全配置図 枚

□ N-3 小分け・保管の施設毎図面 枚

□ O-1 小分け管理計画１ 枚

□ O-2 小分け管理計画２ 枚

□ P-1 小分け管理記録（入荷） (継続申請の場合のみ) 枚

□ P-2 小分け管理記録（作業） (継続申請の場合のみ) 枚

□ P-3 小分け管理記録（出荷） (継続申請の場合のみ) 枚

添付書類

  ◎ 有機JAS講習会受講修了書 (当会以外の登録認証機関の講習会を受講した場合) 枚

  ◎ 履歴書 (新規申請及び継続申請にて追加要員がある場合) 枚

 農業生産歴、農業指導・調査・試験研究歴が分かるように最終学歴以降を記載

  ◎ その他 (内容物名記入) 枚

有機農産物　生産行程管理者　認証申請確認シート



(西暦) 年 月 日

特定非営利活動法人おおいた有機農業研究会　理事長 殿

 

標記の件につき、貴研究会の規定に基づき下記の項目を含む所定の書類を添えて申請します。

認証に関する貴研究会の要求事項を遵守し、必要な情報を提供することに同意します。

※グループ申請の場合は、そのグループの構成員数を記入。個人または法人の場合は「1」。

有機農産物

〒

品　目

有機農産物 生産行程管理者 認証申請書

　

転換期間中

有機農産物

A

小分けを

行おうとする

農林物資の種類

有機農産物

メール：

携帯：

生産行程管理者名 代表者名

住所 TEL：

FAX：

※生産者数

申請圃場枚数

当該農林物資の

生産を行う圃場

又は事業所の名

称及び所在地

申請圃場面積(a)

転換期間中

有機農産物

品　目

格付を行おうとす

る農林物資の種類



■生産行程管理担当者（生産行程管理責任者を含む人数計　　　　名）

※複数名いる場合、以下記入。行数が足りない場合はコピーして作成してください。

　有機JAS講習会は受講した場合のみ記入。

■格付担当者（格付責任者を含む人数計　　　　名）

※複数名いる場合、以下記入。行数が足りない場合はコピーして作成してください。

年　　月　　日　

年　　月　　日　

年　　月　　日　

格付担当者名 有機JAS講習会修了証書年月日

年　　月　　日　

年　　月　　日　

年　　月　　日　

年　　月　　日　

住所 連絡先

TEL

年　　月　　日　

生産行程管理担当者名 有機JAS講習会修了証書年月日

年　　月　　日　

年　　月　　日　 年　　月　　日　

格付責任者名 生年月日 有機JAS講習会修了証書年月日

年　　月　　日　

年　　月　　日　

年　　月　　日　

連絡先

TEL

住所

B-1

生産行程管理担当者・格付担当者名簿　

有機JAS講習会修了証書年月日生年月日

年　　月　　日　 年　　月　　日　

生産行程管理責任者名

生産行程管理者名



（注）生産者の異動については特に留意して、必ず生産者名は記入してください。

生産者名簿　

格付責任者名

B-2

生産行程管理者名 生産行程管理責任者名

氏名

生年月日
住所 ・ 連絡先

申請圃場の

枚数・面積

生産行程管理担当者名

格付担当者名

TEL

ａ

ａ

枚

有機農業

開始年度

枚

ａ

ａ

ａTEL

TEL

枚

枚

TEL

枚

枚

TEL

TEL

枚

枚

ａTEL

枚

ａTEL

枚

ａTEL

ａTEL

ａ

枚

ａTEL

枚

ａTEL

枚

ａTEL

枚

ａTEL

（グループ申請の場合のみ）



記入例 〇・・・播種

△・・・定植

□・・・収穫

特記事項：　　

（　 　　年　　月 　～　　　　年　　月 ）

C

生産計画書

12月作物名 6月 7月 8月 9月 10月 11月圃場№ 1月 5月

生産行程管理者名

2月 3月 4月



※ 市販の地図を利用しての貼り付け、添付も可。方角は必ず記入。

※ 目印となる建物や自宅、堆肥場、各施設など全て記入し、位置関係や周囲状況が明確にわかるように記載。

圃場と施設を区別して表示。

D-1

　申請圃場及び施設全配置図（周辺状況）

生産行程管理者名

周辺状況特記事項

圃場番号

施設番号

～

まで～

まで



D-2-1

申請圃場一覧表　

生産行程管理者名

圃場番号
面積

(a)
住所または地番 地目

使用禁止資材等

最終使用年月

又は開墾年月

特記事項

(転換期間中

・開墾地等）

育苗場所

計

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月

年　 月



※ 水路、道路など圃場の隣接部分の状況を詳しく明記。方角は必ず記入。

D-2-2

申請圃場毎図　

生産行程管理者名 圃場番号 圃場面積(ａ) 区分

有機 / 転換中



圃場番号 区分生産行程管理者名

6月5月4月 9月8月7月

有機　 /　 転換中

11月 12月10月3月2月1月年

圃場面積(ａ)

D-2-3

圃場履歴書 (圃場毎）



※ 市販の地図を利用しての貼り付け、添付も可。

※ 水田などの関係する圃場の位置も記入。

※ 水流方向、取水口、排水口など、水の動きと周辺との関係が明確にわかるように記載。

※ 有機・転換期間中・慣行等、各圃場の関係も明記。

生産行程管理者名

水系特記事項

D-2-4

申請圃場水系図(周辺状況）



生産から出荷までに使用するすべての施設について記入。

(例：育苗ハウス、資材倉庫、調整場等）

D-3-1

生産・保管に係る施設一覧表

生産行程管理者名

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

施設内薬剤

使用方法
備考施設番号 施設名称

構造面積

(㎡)
区分 使用形態

清掃方法

区分方法

個人

共同

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用



※ 施設内の設備や機器の位置など、内部状況がわかるように記入。

※ 施設の外形寸法を記入。

D-3-2

生産・保管に係る施設毎図面　

生産行程管理者名 施設番号 施設名称



例）バインダー､ハーベスター､乾燥機､もみすり機､精米機､トラック､動噴､刈払機　等

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

個人・共同
有機専用

慣行併用

E

使用機械・器具リスト

生産行程管理者名

機械・器具

名
メーカー・性能 区分 使用形態

併用時の洗浄

・清掃方法
備考



■肥料及び土壌改良資材（表A.1）

■農薬(表B.1）

資材証明書

有効期限

F-1

投入資材リスト

生産行程管理者名

使用目的原材料入手先資材名

農薬の名称 農薬の種類 使用作物名 適用病害虫



■薬剤(表C.1）

■調整用資材(表D.1）

■施設資材・被覆資材など（マルチ、防虫ネット、防曇袋等）

資材名 使用状況 処理法 備考

備考資材名 入手先 使用目的

F-2

備考資材名 入手先 使用目的



購入苗の場合は、有機苗、非有機苗に係わらず購入苗の証明書等が必要。

G

種苗リスト

生産行程管理者名

入手先等

種苗

種 苗
作物名

有機･薬剤未処理

のものの

入手困難理由

薬剤処理

の有無

有機・

非有機

遺伝子組

換でない

か



特定非営利活動法人おおいた有機農業研究会　御中

　　当社の本製品(肥料登録番号：　　　　　　 号・登録有効期限：　　　　　　　　 ）は下記の

　とおり製造されたものであり、JAS1605の表A.1の基準を満たす資材であること

　を証明します。

1 . 　すべての原材料（造粒剤・乳化剤、酸化防止剤、加工助剤等補助的に添加するものも含む)

が、表A.1の肥料及び土壌改良資材に該当するものであると共にそれぞれの基準を満たしてい

ます。(ただし、育苗に用いる用土の原土の場合は、過去２年以上の間、周辺から使用禁止資材

が飛来又は流入せず、かつ、使用されていない一定の区域で採取され、採取後においても使用

禁止資材が使用されていない土壌のみを用いています）

2 . 　１の基準を満たす原材料を用いて本製品を製造する工程において、化学的に合成された物質

を添加していないと共に、化学的な工程を経ていません。

3 . 　本製品では下記条件に該当する微生物資材及び酵素は使っていません。

1 ) 組換えＤＮＡ技術を用いて製造した微生物及び酵素。

2 ) 微生物の培養が終わった後に表A.1に適合しない資材を添加した微生物資材。

4 . 　この証明書の有効期限は証明年月日から（　　）年です。但しその間に原料や製造工程に

変更がある場合は、事前に認証機関に変更内容を通知します。

また、証明書年月日が３年を経過した場合は再度、証明書を提出します。

　　この証明書および添付資料の内容については、当社が責任を負うものとします。

証明年月日：　　　年　　月　　日　　

住　所：

　　　　　　　　　　電　話： FAX：

会社名： 印

所属部署： 担当者名： 印

販売者名：

資材名：

製造者名：

有機ＪＡＳ適合証明書



製造者名

資材名

1. 原料を用いて本製品を製造する工程において、化学的に合成された物質を添加せず、

化学的工程を経ていません。

2. 当資材証明の有効期限は証明年月日から3年とします。但しその間に原料や製造 工程に

変更がある場合は、事前に認証機関に変更内容を通知します。

製造工程（フローチャート）

原材料名 表A.1の該当項目 JAS1605適合の確認・補足説明



特定非営利活動法人 年 月 日

おおいた有機農業研究会　　殿

（生産行程管理者）

育苗土の名称

製造者名

販売者名

育苗土採取地住所

採取地の地図(別紙)

(既存地図があればコピー、または手書きの略図)

上記育苗土は使用禁止資材を使用せず、過去2年以上周辺から使用禁止資材の飛来、流入の

ない場所から採取した育苗土であり、有機JAS規格に適合した資材であることを証明します。

製造者または販売者

住所

会社名 印

担当者

育苗土証明書



圃場番号 作物名(品種）

H-1

生産行程管理記録（圃場ごと）

生産行程管理者名 生産行程管理責任者名

年月日 作業内容

使用種苗・資材 使用機械・器具

種苗及び

資材名
数量 入手先 機械・器具名

洗浄・

整備方法

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日



圃場番号 作物名(品種）

年月日 作業内容
使用

施設

使用機械・器具

使用資材 輸送手段

H-2

生産行程管理記録（収穫後）

生産行程管理者名 生産行程管理責任者名

保管場所
機械・器具名

洗浄・

整備方法

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日



　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

年月日 出荷先 格付日 出荷日

格付単位

(kg･袋･

箱等)

格付数量

I

格付管理記録

生産行程管理者名 格付担当者名 品目

マーク

使用数

生産行程管理記録確認

確認日
格付

担当者



J

ＪＡＳ票管理記録書

年

月　　　日

備考

(廃棄の理由他）
残数使用枚数 廃棄枚数年月日 残数 受入枚数

格付担当者名生産行程管理者名

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日

年

月　　　日



　　 年

月　日
専用　/　併用

K

施設管理記録書

生産行程管理者名

年月日 施設番号・施設名 有機専用 / 慣行併用 洗浄・整備方法
施設内での

薬剤等の状況
備考

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用

　　 年

月　日
専用　/　併用



　□変更なし

　□変更あり

　（変更内容について簡潔に記載）

継続審査・内部規程の見直し報告

内部規程の見直し事項

格付担当者名

見直し会議実施日 会議場所 会議参加者名

年

月　　　日

生産行程管理者名 生産行程管理責任者名



L

小分けの行程概略図

生産行程管理者名 品目名



特記事項：　　

7月 8月 9月 10月 11月 12月

M

年間小分け計画書

小分け施設 品目名 1月 2月 3月 4月 5月 6月

生産行程管理者名



N-1

小分け・保管の施設一覧表

構造規模 区分 使用形態

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

用途
施設

番号
施設名称 住所 直通連絡先

保

管

施

設

個人

共同

有機専用

慣行併用

生産行程管理者名

そ

の

他

の

施

設

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

小

分

け

施

設

個人

共同

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

個人

共同

有機専用

慣行併用

個人

共同



※ 全施設を記入し、自宅や各建物との位置関係、周辺状況などが明確にわかるように記入。

N-2

　小分け・保管の施設全配置図

施設番号 ～ まで

生産行程管理者名



※

N-3

小分け・保管の施設毎図面　

施設内の設備や機器の位置など、内部状況がわかるように記入してください。

施設名称施設番号生産行程管理者名



1．施設の管理　　※有機食品＝有機農産物又は有機農産物加工食品、以下同様

2．機械の管理

O-1

小分け管理計画１

施設番号
非有機食品との

区分

施設内での

薬剤等の使用
有機食品名称施設名称

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

生産行程管理者名

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

機械名称

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

メーカー・能力等 有機食品名称
非有機食品との

区分
機械の清掃・洗浄方法

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用



3．包装資材の管理

包装資材名 包装資材の材質 有機食品名
非有機食品との

区分

O-2

小分け管理計画2

使用薬剤等

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用

有機専用

慣行併用



P-1

小分け管理記録（入荷）

生産行程管理者名

　　 年

月　日

　　 年

月　日

入荷日 品目名 入荷先
入荷数量

（kg）

有機JAS

マークの確認
入荷ロット番号

格付責任

(担当)者名

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日



出荷

ロット番号

格付責

任(担

当)者名

小分け日
小分け前数量

(kg)

小分け単位

単位

(袋や箱等)

①

数量(kg)

②

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

個数 ③

小分け数量(kg)

①×②×③

P-2

小分け管理記録(作業)

生産行程管理者名

　　 年

月　日

有機JAS

マーク確認
入荷数量(kg)受入日 品目名 入荷ロット番号 入荷先

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

ロス量

(kg)

在庫数量

(kg)



P-3

小分け管理記録（出荷）

生産行程管理者名

出荷日
格付責任

(担当)者名

　　 年

月　日

　　 年

月　日

出荷

ロット番号

使用JAS

マーク数

出荷数量

（kg）
品目名 出荷先

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日

　　 年

月　日


